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（あべ・ひとし）1961 年東京都生
まれ。東京大学工学部都市工学科
卒業、修士修了、博士１年中退。
88 年にＪＲ東日本に１期生とし
て入社し鉄道の実務と研究開発の
経験を重ねた。2005年に退職して
(株)ライトレールを創業。交通計
画のコンサルティングに従事

小
樽
駅
火
災
で
影
響
１
・
３
万
人

　

さ
る
11
月
23
日
午
前
９
時
10
分
頃
、
函
館

本
線
の
小
樽
駅
に
て
火
災
が
あ
り
、
12
時
46

分
ま
で
小
樽
―
ほ
し
み
が
運
転
中
止
と
な
り
、

１
万
３
０
０
０
人
が
影
響
を
受
け
た
。

　

小
樽
駅
の
屋
根
の
防
水
工
事
に
て
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
部
の
水
分
を
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
で
乾

燥
さ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、
火
が
壁
の
内
部
に

伝
わ
り
一
部
が
焼
損
し
た
。

　

出
火
場
所
が
信
号
設
備
等
を
制
御
す
る
機

器
を
格
納
し
て
い
る
継
電
気
室
で
、
10
時
23

分
の
消
火
完
了
か
ら
設
備
の
異
常
な
し
判
断

ま
で
２
時
間
以
上
も
要
し
た
。
短
縮
の
余
地

が
あ
り
そ
う
だ
が
、
詳
細
は
不
明
な
の
で
そ

れ
に
は
触
れ
な
い
。

　

小
樽
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
道
内
外
の

観
光
客
が
多
数
訪
れ
て
賑
わ
い
、
Ｊ
Ｒ
の
運

転
中
止
に
よ
り
札
幌
方
面
に
向
か
う
バ
ス
乗

車
の
多
く
は
小
樽
―
札
幌
を
運
休
に
し
た
だ

ろ
う
。

　

本
来
は
小
樽
か
ら
２
駅
目
の
小
樽
築
港
で

折
返
し
運
転
と
し
、
小
樽
―
小
樽
築
港
の
み

で
バ
ス
代
行
す
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
れ
に

よ
り
、
折
返
し
を
ほ
し
み
と
小
樽
築
港
に
分

散
で
き
、
運
休
区
間
も
最
短
化
で
き
る
。

　

図
の
よ
う
に
、
小
樽
築
港
の
線
路
と
架
線

は
札
幌
側
も
小
樽
側
も
折
返
し
運
転
で
き
る

配
線
だ
が
、
残
念
な
が
ら
今
の
信
号
シ
ス
テ

ム
で
は
で
き
な
い
。
札
幌
側
か
ら
１
・
３
・

そ
れ
で
は
折
返
し
列
車
が
ホ
ー
ム
停
車
中
に

後
続
列
車
が
数
珠
繋
ぎ
と
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
入
換
信
号
機
を
新
設

し
て
以
下
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
提

案
す
る
。

▽
札
幌
側
か
ら
１
番
線
へ
到
着
→
小
樽
側
上　
　

　

り
線
へ
入
換
→
２
番
線
へ
入
換

▽
小
樽
側
か
ら
２
番
線
へ
到
着
→
札
幌
側
上　

　

り
線
へ
入
換
→
１
番
線
へ
入
換

　

こ
れ
に
よ
り
、
後
続
列
車
が
数
珠
繋
ぎ
に

な
る
こ
と
な
く
折
返
せ
る
。
そ
の
上
で
、
関

係
す
る
輸
送
指
令
員
・
駅
員
・
運
転
士
・
車

掌
へ
適
正
に
教
育
・
訓
練
す
る
こ
と
で
、
現

在
の
運
行
本
数
全
て
を
運
行
で
き
る
は
ず
だ
。

過
去
に
同
様
の
こ
と
が
何
度
も

　

今
年
５
月
に
は
小
樽
か
ら
４
駅
目
の
銭
函

付
近
の
沿
線
に
て
火
災
が
あ
っ
た
際
、
小
樽

―
手
稲
の
長
区
間
で
運
転
中
止
と
し
、
バ
ス

代
行
は
し
な
か
っ
た
。
24
年
１
月
に
朝
里
―

銭
函
の
高
波
で
２
日
以
上
、
運
転
中
止
と
な

っ
た
場
合
も
同
様
だ
っ
た
。

　

第
21
回
に
て
函
館
―
長
万
部
と
旭
川
−
北

見
、
第
30
回
に
て
旭
川
―
稚
内
の
バ
ス
代
行

は
長
過
ぎ
と
指
摘
し
た
。
運
転
中
止
＝
バ
ス

代
行
区
間
を
最
短
と
す
る
こ
と
が
鉄
則
だ
。

　

小
樽
―
札
幌
と
い
う
利
用
の
多
い
重
要
路

線
で
は
、
小
樽
築
港
に
お
い
て
も
両
方
向
と

も
折
返
せ
る
よ
う
に
し
、
運
転
中
止
＝
バ
ス

代
行
区
間
を
最
短
と
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

り
場
に
は
約
５
０
０
人
の
行
列
が
で
き
た
。

小
樽
築
港
折
返
し
で
影
響
最
小
に

　

小
樽
―
札
幌
の
高
速
バ
ス
は
Ｊ
Ｒ
よ
り
運

行
本
数
が
多
く
、
昼
間
で
も
１
時
間
に
４
往

復
程
度
あ
る
。
第
８
回
『
幹
は
鉄
道
、
枝
葉

は
バ
ス
の
連
携
を
』
を
ま
さ
に
実
践
し
た
い

区
間
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
の
利
用
人
数
は
バ
ス
よ
り
ず
っ
と
多

く
、
Ｊ
Ｒ
が
運
転
中
止
と
な
っ
た
場
合
、
当

然
な
が
ら
通
常
の
バ
ス
の
み
で
は
全
く
運
び

き
れ
な
い
。
小
樽
―
札
幌
で
バ
ス
代
行
す
る

に
は
、
片
道
１
時
間
以
上
を
要
し
、
Ｊ
Ｒ
の

利
用
者
を
運
び
き
れ
る
本
数
の
準
備
は
と
て

も
無
理
だ
。

　

今
回
は
小
樽
か
ら
５
駅
目
の
ほ
し
み
で
折

返
し
運
転
と
し
た
が
、
元
々
ほ
し
み
折
返
し

の
列
車
が
昼
間
１
時
間
に
２
往
復
あ
り
、
普

段
の
運
転
整
理
の
様
子
か
ら
そ
れ
以
外
の
列

４
番
線
に
は
到
着
で
き
て

２
番
線
に
は
到
着
で
き
ず
、

小
樽
側
か
ら
２
番
線
に
到

着
し
た
後
に
小
樽
側
に
は

出
発
で
き
な
い
。

　

信
号
シ
ス
テ
ム
を
改
修

し
、
札
幌
側
か
ら
２
番
線

へ
の
到
着
、
小
樽
側
か
ら

２
番
線
へ
の
到
着
後
の
小

樽
側
へ
の
出
発
を
で
き
る

よ
う
に
す
る
の
も
手
だ
が
、

小樽築港駅の配線
線路と架線は折返せる配線だが信号システム上できない


